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明
治
百
年

記
念
事
業
計
画
成
る

総
合
推
進
委
員
会
に
お
い
て

明

治
が
始
っ
て
百
年
に
当
り
、
本
村

と
し
て

次
の
よ
う
よ
主
旨

で
各

事
業
を

行
う
こ
と

に
決
定
し

ま
し

た
。

幕
府
専
制
政
体
か
ら
人
民

に
よ
る
人
民

政
体
の
変
革
に
幾
多
先
覚
者
の
血
と
犠

性
が
与
え
ら
れ
た
。

そ
し
て
新
ら
し
い
時
代

は
明
治
元
年
か

ら
始
る
。

然
し
新
ら
し
い
時
代

に
な
っ
た
と

は
云

い
、
今
だ
封
建
性
が
根
強
く
、
諸
外
国

に
く
ら
べ
文
化
は
低
く
、
教
育
産
業
は

遅
れ
こ
Ｘ
か
ら
日

本
の
新
ら
し
い
苦
難

の
途
は
続
い
た
。

そ
の
問
、
心
あ
る
者

に
よ
っ
て
自
由
民

権
が
眸
け
ば
れ
た
が
「
う
余
曲
折
」

こ

み
い
っ
た
め
ん
ど
う
な
道
、
複
雑
な
い

き
さ
つ
を
経
て
今
日

に
至
っ
た
。

明
治
百
年
の
中
に
勿

論
大
正

、
昭
和
も

含
ま
れ
て
お
る
が
、
今
百
年
を
振
返
っ

て
み

る
に
、
い
ま
わ
し
い
戦
争
、
事
件

等
数

々
あ
ろ
う
が
、
現
在
平
和
憲
章

の

も
と

に
生
き
て
お
る
姿
を
認
識
し
、
自

覚
と
抱
負
に
よ
み
返

る
こ
と
こ
そ
現
代

人
の
急
務
と
思
れ
る
。

今
こ
そ
百
年
の
流
れ

に
お
け
る
長
短
を

よ
く
よ
り
分
け

、
新
し
い
方
向
づ
け

る

秋
で
あ
り
ま
す
。

こ
Ｘ
に
我
が
村
で

は
先
達
を
偲
び
、
偉

業
を
讃
え
、
村
民
一
人
く

の
自
覚
を

促
し

大
い
な
る
望
み
と

夢
を
抱

か
せ
、

益
々
村

発
展
に
資
す
る
た
め
行
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。

一
、
慰
霊
祭
及
前
夜
祭九

〇
、
〇
〇
〇
円

遺
族
会
で
は
平

和
の
灯
（
石
燈
ろ
う
）

を
玉
松
台
上
に
建
立
、
そ
の
除
幕

式

及

び
前
夜
祭

を
催
し
先
人
の
霊
を
慰

め
る
。

二
、
敬
老
会
　
　

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

老
人
を
敬
い
、
生
き
と
し
生
け
ぬ
い

た
労
苦
を
ね
ぎ
ら
い
明
治
の
方

々
へ

感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

三
、
小
、
中
学
校

大
運
動
会

七
二
、
〇
〇
〇
円

今
ま
で
通
り
の
運
動
会
の
お
も
む
き

を
か
た
児
童
、
生
徒

に
明
治
百
年
の

意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
。

四
、
村
章
、
憲
章
、
音
頭
作
曲
、
振
付

六

六
、
〇
〇
〇
円

イ
、
各
家
に
は
家
紋
が
あ
る
如
く
、
村

に
も
村

を
象
徴
す

る
村
章
を
作
る
。

口
、
村
の
発
展
の

た
め
村
民
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
な
る
憲
章
を
作
り
、
村
の
道

し
る
べ
と
す

る
。

（

、
音
頭

の
曲
、
振
付
を
し
て
村
民

が

明
る
く
楽
し
く
唄
い
踊
り
、

心
と
身

体
を
や
す

め
る
。

五
、
村
民
体
育
大
会

七
〇
、
〇
〇
〇
円

今
ま
で
通
り
の
も
の
に
趣

考

を
か
え
村
民
一
人
く

。に
明
治
百
年
を
偲
び
楽
し

い
も
の
に
す
る
。
’ド

更

に
蓬
田
音
頭
作
曲
、
振

付
け
を
発
表
す

る
。。

六
、
臼

消
旗
樹
立
式
五
〇

、
〇
〇
〇
円

。我
が
村
消
防
団
は
全
国
表
彰

さ
れ
、

旺
消
旗

が
授
与
さ
れ
た
の
で
樹
立
式

を
行
い
村
民
と
共
に
慶

び
た
い
。

七
、
農
水
産
物
共
進
会
（
文
化
際
）

一
五

、
〇
〇
〇
円

農
協
、
漁
協
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

農
、
漁
民
の
生
産
品
を
展
示
し
て
、

増
収
と
品
質
改
良
に
資
す
る
。

書
画
、
生
花
等
展
示
文
化
祭
を
行
う

八
、
村
名
称
地
植
樹

一
五
、
〇
〇
〇
円

名
称
地

に
記
念
と
し
て
植
樹
し
て
長

く
後
世

に
伝
え

た
い
。

九
、
毎
尸
記
念
樹
配

布
一
一
四
、
〇
〇
〇
円

毎
戸
ｙ
　
　
Ｊと
し
て
梅

の
木
を
植
え

さ
し
、
春
は
花

を
眺
め
秋

は
実
を
た

し
な
み
健
康
に
し
て
明

る
く
、
年
毎

に
百
年
を
思
い
し
め
る
。（
実
施
済
）

十
、
明
治
百
年
式
典

一
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
最
后
の
し

め
く

Ｘ
り
と
し
て
実
り

の
秋

に
豊
作
感
謝
と
共
に
村
民
各
層

が
集
り
式
典
を
催
し
、
現
在
の
蓬
田

を
育
て
Ｘ
く
れ
た
、
自
治
、
教
育

産

業
等
、
功
労
者
を
表
彰
し
て
そ
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
。

注
上

記
実
行
予

算
は
既
設
予
算
を
含
む

村
体
育
協
会
設
立
準
備
委
員
会

開
　
　
　

か
　
　
　

れ
　
　

る

去
る
四
月
十
一
日
午
後
一
時
三
十
分

よ
り
蓬

出
村
役
場
に
お
い
て

、
蓬
田
村

体
育
協
会
設
立
準
備
委
員
会
を
行
い
ま

し
た
。

青
年
団
体
連
絡
協
議
会

役
員

並
び
に

各
部
落
会
長
、
婦
人
会

役
員

、
小
中
学

校
長
、

各
部
落
長
等
の
出
席

に
よ
り
、

協
議
し

た
結
果
、
体
育
協
会

を
つ
く
り

ま
し
よ
う
と
い
う
事
で
あ
り
ま
し

た
。

蓬

出
村
体
育
協
会
、
加
售
団
体

個
人
参
加
募
集

体
育
協
会
設
立
準
備
委
員
会
七
決
定

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
参
加
募
集
い
た

し
ま
す
。

参

加
者

は
団
体
又
は
個
人
で
も
よ
い

申

込
／
切
口
　

七
月
十
日

申
　
込
　

先
　
蓬
田
村
教
育
委
員
会

詳

し
い
事
は
蓬
田
村
教
育
委
員
会
事

務
局
（
電
話
三
〇

番
）
ま
で

蓬
　
田
　
村
　
章

募
集
期
間
を
伸
ば
す

前
号
を
以
て
村
章
を
募
集
し
ま
し
た

が
／
切
り
が
丁
度

農
繁
期
に
な
り
ま
し

た
の
で
落
着
い
て
創
作
出
来
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
て

左
記

の
通

り

Ｉ
ゲ
月
伸
ば
し
ま
し
た
。

要
綱
に
は
変
り
あ
り
ま
せ
ん
。
奮
っ
て

よ
り
よ
き
作
品
を
応
募
し
て
下

さ
い
。

／

切

日
　

六

月

三

十

日

明
治
百
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

蓬
田
村
の
「
し

る
べ
」
村
章
を
設
定
す

る
事
に
な
り
ま
し

た
。
村
民
の
皆
様
老

い
も
若
い
も
奮
っ
て
応
募
し
て
下

さ
い

△
　
設

定
の
考
え
方

家
に

は
そ
の
家

を
象
徴
ぐ
る
家
紋

が
あ

り
ま
す
。

村
で
も
村
の
伝
統
を
誇
り
、
自
覚
を
う

な
が
し
、
良
い
人
、
良
き
村
を
つ
く
る

「
道
し
る
べ
」
と
し
て
、
つ
く
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。

△
　
募
集
要
項

①
平
和
の
象
徴
と
し
て
、
玉
松
精
神
を

あ
ら
わ
す
も
の

②
伸
び
ゆ
く
蓬
田

を
あ
ら
わ
す
も
の
、

色
彩

は
不
要
、
画
用
紙
ハ

ッ
切
、
裹

に
は
簡
単
な
図
案
説
明
、
住
所
氏
名

年
令
を
記
載
す
る
こ
と
。

／
切

り
期
日
　
　

六

月

末

日

宛
　
　

先
　
　

役
場
内
公
民
館
事
務
局

注
　
版
権
は
公
民
館
に
属
す
る
も
の
と

す
る
。

応
募
作
品
は
返
戻
し
な
い
。

賞
　
　

金

入
　

選
　

作
　
品

一
　

位
　
　

五
、
〇
〇
〇
円

二
　

位
　
　

二
、
〇
〇
〇
円

三
　

位
　
　

一
、
〇
〇
〇
円
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産

経
だ
よ
り

家
畜
関
係
予
防
注
射
実
施
手
数
料

補
助
金
（
半
額
）
交
付
に
つ
い
て

家
畜
を
恐
し
い
病
気
か
ら
守

る
た
め

に
は
完
全
な
予
防
注
射
を
致
し
ま
し
よ

う
。
そ
こ
で
村
で

は
次
の
家
畜

に
対
し

て
半
額
補
助
を
致
し
ま
す
。

一
、
豚
一
頭
（

大
中
小
共
）
に
つ
き

五
〇
円

一
、
牛
一
頭
に
つ
き
　
　
　

一
〇
〇
円

一
、
馬
一
頭
に
つ
き
　
　
　
　

五
〇
円

一
、
鶏
一
羽
に
っ
き
　
　
　
　
　

三
円

但
し
自
衛
予
防
し

た
鶏
で
家
畜
防
疫
員

が
数

量
を
確
認
し

た
鶏

に
対
し
て
も
、

三
円

の
補
助
を
致
し
ま
す
。

産

業

経

済

課

造
林
実
行
者
届
出
に

つ
い
て

昭
和
四
十
二
年
度
繰
越
分
昭
和
四
十

三
年

度
春
季
造
林
終
ら
れ
た
方
（

植
付

終
了
の
方
）
は
六
月
二
十

五
日
ま
で
役

場

産
経
課
ま
で
届
出
て
下

さ
い

。

な
お
必
ら
ず
住
所
、
氏
名
、
植
付
し
た

山

の
番
地
、
図
面
、
四
十
二
年
度
春
秋

四
十
三
年
度
春
別
を
記
入
の
上
、
必
ら

ず
届
捐
て
下

さ
い
。

届
出
し
な
い
と

補
助
金
の
対
象

に
な
り

ま
せ
ん
の
で
中
添
え
ま
す
。

第
二
回
蓬
田
村
出
稼

組
合
総
会
行
な
う

去
る
一
月
十
三
日
蓬
田
村
役
場
会

議

室
に
お
い
て

総
会
を
行
な
っ
た
。
運
動

方
針
、
役
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

運
動
方
針

一
、
留
守
中
の
生
活

に
つ
い
て
家
族
と

よ
く
相
談
し
て
決

め
る
こ
と
。

二
、
就
労
地
先

を
必
ら

ず
役
場
に
届
出

る
こ
と

。

三

、
就
労
先
の
条
件
を
よ
く
確
認
し
て

お
く
こ
と
。

四
、
出
稼
先

か
ら
一
ヶ
月

に
一
回
以
上

は
便
り
を
出
す
こ
と
。

五
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
一
人
で

考
え
こ
む
こ
と
な
く
地
元
の
安
定

所
、
基
準
監
督
署
、
警
察
署
又
は

出
身
地
の
出
稼
相
談
所
に
相
談
す

る
こ
と
。

六
、
出
稼
先
で
は
健
康
に
注
意
し
元
気

で
帰
郷
で
き

る
様
に
努
め
る
こ
と

役
　

員

組

合
長
　

室

谷

富
太
郎
　
（
蓬
　

田
）

副

組
合
長
　

八

幡

政

秀
　
（

広
　
瀬
）

夕
　
　
和

田
　

定

衛
　
（
中
　

沢
）

会
　

計
　

田

中
　
勇

三
　
（

瀬
辺
地
）

監
　

事
　
工

藤
　

義

政
　
（

郷
　
沢
）

ク
　
　
村

上

政

秀
（

阿
弥
陀
川
）

夕
　
　
角

山
　

勇

治
　
（

長
　

科
）

連
絡
員
　
鳴

海
　

秀

秋
　
（
中
　

沢
）

々
　
　

張

間
　

隆

一
　
（
長
　

科
）

多
　
　
有

馬

岩

市
（
阿

弥
陀
川
）

夕
　
　
工

藤

武
次
郎
　
（
蓬
　

田
）

夕
　
　
福
　

田
　
　

昇
　
（

郷
　
沢
）

夕
　
　
飯

田
　

甚

作
　
（
瀬
辺
地
）

ク
　
　

佐

井
　

秀

雄
　
（

広
　
瀬
）

森
林
軌
道
あ
と
を

道
路
に

森
林
軌
道
（

本
線
）
あ
と
を
各
部
落

連
絡
道
路
に
計
画
中

資
金
は
農
業
用

ガ
ソ
リ

ン
税
身
替
資
金

工
事
費
　

六
九
、
九
二
万
円

延
　

長
　
　

三
、
六
八
〇
Ｍ

（

中
沢
～
蓬
田
）

有

効
副
巾
　
　

五
、
五
Ｍ

受
益
面
積
　
　

二
七
五
瓰

蓬
田
村
憲
章
に
つ
い
て

ア

ン

ケ

ー

ト

依

頼

明

治

百
年

記

念

事

業

の

一

つ
と

し

て

我

が

村

の
憲

章
を

制

定

し

、

蓬
田

村

の

将

来

の

道
し

る

べ
と

す

る

こ

と

に

な
り

ま

し

た
．

村

民

一

人
く

が

胸

の
奥

底

に

刻

み
．

常

に

愛

誦
し

豊

か

な
村

造

り

と

明

る

い

村
風

と

蓬
田

気
質

、

．．．
成

の

確

立

に
資

す
る
も
の
で
あ

る
。

農
繁
期
の
最
中

希
に
み
る
大
地
震

に
あ

い
例
年

に
な
く
落
ち
着
け
な
い
と
こ
ろ

で
す

が
、
一
部
工
事
区
を
除
く
田
植
も

終

り
、
一
息
っ
い
た
と
こ
ろ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

前
記

憲
章
に
つ
い
て
村
民
有
織
各
位
の

御
高
見
を
仰

ぎ
よ
り
よ
き
憲
章
を
作

る

た
め
別
紙
の
通
り
ア

ン
ケ
ー
ト
御
依
頼

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

御
手
数
で
も
御
回
答
賜
り
た
く
ぉ
願

い

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
氏
名
は
都
合
に
よ
っ
て
は
お
書
き

下
さ
ら
な
く
て
結

構
で
す
。

記

提

出

期

日

六

月

三

十

日

提

出

場

所
丿

村
公
民
館

事
務
局

「
蓬
田

音
頭
」

目
下
作
曲
中

蓬
ｍ
…
音
頭

の
詞
は
長
い
間
眠
っ
て

お

り
ま
し

た
が
、
明

治
百
年
に
当
り
作
曲

し
村
民
一
同
に
楽
し
く
唄
っ
て
も
ら
い

た
く
こ
の
度
、
蓬
小
校
歌
を
作
曲
し

た

清
野
健
先
生
（
元
弘
大
教
授
）
に
依
頼

し

た
と
こ
ろ
心
か
ら
喜
ん
で
お
引

受
け

し

、
蓬
田
民
風

に
応
し
い
曲
を
作
り
た

い
と
中
し
て
お
り
ま
す
。

七
月
中
旬
完
成
、
同
時

に
振
付
け
も

発

表
す

る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

な
お
六
月
三
十
日
清
野
先
生
は
蓬
田

の

由
緒
、
民
風
を
知
る
た
め
来
村
し
て
肌

に
ふ
れ
蓬
田
を
み
て
帰
っ

た
。

前
回
の
「

ほ
う
も
ん
」
に
間
違
が
あ

り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

蓬
田
子
供
会
世
話
人

会
　

長
　

津
　
島
　

源
之
助

副
会
長
　

芳
　
賀
　

長
　

七

ク
　
　
武
　
井
　

き
　

の

前
号
中
連
合
婦
人
会
総
会
記
事
中
誤

り
が
あ
っ

た
の
で
深
く
御
詫
び
申
し
上

げ
訂
正
し
ま
す
。

新

役

員

会
　

長
　

坂
　
本
　

清
　
江
（
再
）

副
会
長
　

小
　

野
　
し
　

さ
（

夕
）

ク
　
　

武

・
井

き

の
人

夕
）

ク
　
　

坂
　
本
　

と
　
こ
（
新
）

訂
　
　
正
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豊
水
放
談
1
9

津
　

軽
　

気
　

質

④
　
津
軽
気
質
と

一
口
に
云
っ
て

も
さ

ま
ぐ

な
要
素
が
含
ま
れ
て
お
る
と
思

わ
れ

る
。

そ

の
全
体
の
中
に
ょ
い
半
面
と
悪

い
半

面

が
あ

る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
く
、

な
に
も
津
軽
だ
け

の
も
の
で
も
な
く
、

ど
こ
の
国
に
だ
っ
て
同
じ
こ
と
が
い
ぇ

る
こ
と
だ
ろ
う
。

一
例
を
挙
げ
る
と

、
薩
摩
に
は
薩
摩
気

質

、
土
佐

に
、
土
佐
気
風
が
充
分
生
か

さ
れ
て
い

る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

世
の
中
が
段

々
近
代
化
し

、
通
信
機
関

交
通
網
の
充
実
で
、
東
京
、
大
阪
、
九

洲
も
過
去
の
よ
う
な
困
難
な
旅
で
は
、

な
く
な
っ
た
。

し

た
が
っ
て
文
化
も
そ
の
地
域
だ
け

の

も
の
で
な
く
全
国
に
最
短
距
離

で
拡

が

っ
て
ゆ
く
。

そ
れ

に
此
例
し
て
津
軽
人
で
な
く
て

は

な
ら

ぬ
よ
い
面

ま
で
失
な
い
っ
Ｘ
あ
る

よ
う
だ
Ｏ

悪

い
面
は

お
く
び
も
な
く
捨
て
べ
き
で

あ
る
が
、
な

に
も
よ
い
面

ま
で
な
げ
捨

て

る
こ
と
も
あ
る
ま
い
に
。

（
ｔ
）

後
進
県
で
あ
る
、
我

が
青
森
は
総

合
的
文
化
と
、
産
業
開
発

こ
そ
急
勢
で

あ
る
。

云

々
と
代
議
士
、
県
会
議
員
の
選
挙
の

と

き

の

演

説

に
ょ

く
き

く

こ

と

だ

。

な
ん

か
一

つ

覚

え

の

よ
う

な

マ
ス

コ

ミ

に
酔

っ

て

い

る

の

か

、

酔

わ
さ

れ

て

お

る

の

か
、

津

軽

気
質

か
ら

脱

皮

す

る

こ

と

が

近

代

人

で

あ

る

か

の
如

き

、

妙

な

錯

覚

に
陥

人

っ

て
ぃ

る

よ
う

な

印

象

を

受

け

る
こ

と

が

度

々
あ

る

。

津
軽

の

ジ
ョ

ッ

パ
リ

、

関
西

の
ど

根

情

と

く

ら

べ

て

み

た

く

な

る

。

（
ｔ
）
　
三

月

十

四

日

、

Ｎ

Ｈ

Ｋ
テ

レ

ビ
、

「

こ

ん

に

ち

は
奥

さ

ん

」

の

番

組
で

、

テ

ー
マ

は
「

嫁

に

行

く

な

ら

津

軽

衆

へ
」

若

い

娘

た
ち

を
集

め
て

の

放

送
で

し

た

が

、
内

容

は
津

軽

男

性

解

剖

、
夫

に
選

ぶ

津

軽

衆

へ

の
条

件

、

そ

の

殆

ど

が

標

準
語

で

シ
ヤ

ラ
く

し
ゃ

べ

り

、

津

軽

娘

の
面

影

は

片
鱗

も
な

か

っ

た

に

驚

き

入

っ

た

。

よ
く

ぃ

え

ば

、
語

学

、

会
話

の
流

暢

さ

は

賞
す

る
に

価

あ

る

か

も
知

れ

ん

が

、

も

っ
と

方

言

を

と

り

入

れ

、

ミ
ッ

ク

ス

し

た

流
暢

さ

が

欲
し

か

っ

た

。

④
　

私

は
感

じ

た
。

彼

女

等

は
全

国

放

送

を

意

織
し

た

か
も

知

れ

ん

が
、

津

軽

の

方

言

、
方

言

に
よ

る

津

軽

の

ニ

ユ

ー
ア

ソ

ス

を

全
国

に
招

介

す

る
最

良

の
機

会

だ

と

思

っ

た

か
ら

だ

。

司
会

は
鈴

木

ア

ナ
、

津

軽

弁
で

云

っ

て

も
ら
い
た
く
時

に
振
れ
誘

導
す

る
ん
で

す
が
、
間
が
悪
そ
う
に
中
々
出
て
こ
な

い
う
ち
に
時
間
切
れ
。

鈴
木
ア

ナ
、
旧
制
弘
前
高
校
出
身

、
三

年
間
弘
前
に
住
み
、
岩
木
山
を
眺
め
、

津
軽
米

を
、
津
軽
味
噌
汁
を
す
す
り
、

津
軽
り
ん
ご
、
岩
木
川
の
じ
や
っ
こ
を

食
べ
な
が
ら
、
風

雪
を
味
合
い
、
春
の

弘
前
城
の
桜
の
花
し

ぶ
き
を
あ
び
、
夏

は
岩
木
川
の
河
童
と

な
り
若
い
青
春
を

謳
歌
し

た
者
の

Ｉ
人
と
せ
ば
、
も
っ
と

津
軽
弁

を
以
て
全
国
に
流
し
津
軽
の
味

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
だ
っ
た
と

感
じ
ら
れ

た
。

全
国
の
聴
視
者
に
解

ら
ぬ
方
言
で
も
彼

は
注
釈
し
て
理
解
さ
す
能
力
が
あ
る
か

ら
だ
。

彼
の
も
っ
若
い
津
軽
へ
の
面
影
が
破
れ

た
感
さ
え
覚
え

た
。

「
私
も
津
軽

に
い
た
こ
と
も
あ
る
」
と

水
を
向
け
て

も
乗
っ
て
こ
な
い
、
そ
こ

に
彼
女
等
の
言
葉
を
飾

る
こ
と
の
み

に

努
力
し
、
真
の
津
軽

の
味
を
出
し
切
れ

な
い
証
拠
の
現
れ
で
あ

る
。

美
徳
の
よ
ろ
め
き
か
、
全
く
の
て
ん
ぷ

ら
娘
だ
ち
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

最
后
の
人
物
登
場
で
、
か
つ
て
洞
爺
瓷

事
件
で
せ

が
れ
を
亡
く
し

た
カ
ツ

ギ
屋

の
宍
（

サ
ソ
が
終
始
と
ち
く

な
津
鯀

弁
で
津
軽

の
主
婦
の
持
ち
味
を
現
し
て

よ

か
っ
た
。

④
　
か
つ
て
青
森
市
民
会
館
で

櫟
方
志

功
画
伯
の
購
演
を
き
い
た
。

彼

は
こ
う
青
森
県
を
賞
讃
し

た
。

青
森
の
人
は
、
青
森
に
生
れ
、
育
ち
、

そ
れ
で
い
て
青
森
は
後
進
県
だ
、
文
化

に
遅
れ
て

い
る
こ
ん
な
ひ
ん
ぴ
な
所
と

自
ら
卑
下

す
る
者
が
多
い
。

私
は
欧

ご
　
フ

メ
リ

カ
と
世
界
を
廻
っ

て
き
た
が
、
ど
こ

の
国
で
も
青
森
の
よ

う
な
風

光
名
美
な
と
こ
ろ
が
な
い
。

水
の
ス
イ
ス
と
云
れ
て
も
十
和
田
湖
の

比
で
は
な
い
。

そ
れ

に
岩
木
、
八
甲
田
、
津
軽

の
り
ん

ご
園
ど
こ
を
み
て
も
津
軽

の
抒
情
的
風

情
と
人
情

に
接
す
る
こ
と

が
出
来
な
い

我

々
は
津
軽
に
生
れ
幸
せ
だ
と
思
ね
ば

な
ら
な
い
、
否
、
幸
せ
な
の
だ
。

更
に
皆
ん
な

の
手
で
幸
せ
を
育
て

Ｘ
行

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

郷
土
を
愛
せ

ぬ
も
の

は
ど
ん
な
に
偉
く

な
っ
て

も
人
間
の
く
づ
だ
。

親
不
孝
者
に
等
し
い
。

東
京
は
文
化

の
中

心
だ
と
い
う
。

そ
う
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
こ
ろ

が
ど
こ
を
歩
い
て

も
小
鳥
の
自
然
の
啼

き
声
を
き
け
る
か
が
人
類
平
等
の
恩
恵

を
受
け

る
太
陽
の
光
す

ら
浴

び
る
こ
と

も
出
来
ず
、
俗
化
し
た
ビ
ル
の
谷
間
で

税
金

の
か
Ｘ
ら
ぬ
空
気
す
ら
腹
一
っ
ぱ

い
吸
え

ず
腐
れ
切
っ
た
よ
う
な
汚
れ

た

空
気
を
吸
っ
て
青
白
い
顔
を
し
て
、
毎

曰
く

疲
れ
切
っ

た
よ
う
な
生
活

が
ど

こ
が
よ
い
の
か
、

全
く
可
愛
想
な
こ
と

だ
。

雪
に
埋
れ
た
冬

か
ら
解
放
さ
れ
た
春

の

味
合
い
、
雪
国
で
な
く
て

は
真
に
味

合

ぬ
こ
と
だ
。

そ
れ
に
津
軽
弁

は
外
国

に
行
く
と

便
利

だ
。
私
は
外
国
語

は
知
ら
な
い
。

「
わ
ア
イ
、
メ
ゴ
せ

じ
や
」
　「
ワ
ツ
、

カ
チ
ャ
ク
チ
ャ
ね
じ
や
」
な
ど

は
通
訳

な
し
で
あ
ち
ら
で

は
チ
ャ

ン
と
解
っ
て

呉
れ
る
。

実

に
重
宝
だ
、
教
育
的
国
語
で

な
い

か

も
知
れ

な
い
が
貴
重
な
も
の
＆
一
つ
だ

ろ
う
。

自
然
に
逆
境
し
て
な
ん
の
人
間
性
か
お

る
か
、
自
然
に
抱
か
れ
な
い
も
の
は
コ

七
く

し

た
ガ
メ
ツ
屋
ば
か
り
育
つ
の

だ
。
真
の
人
間
像
と
は
、
母
の
胎
内
か

ら
は
な
れ
、
父
母
の
愛
を
感
じ
、
自
然

に
抱
か
れ
自
然
を
愛
し

、
自
然
を
探
求

す
る
人
間
味

た
る
人
間
像
で
あ
る
。

と
終
始
津
軽
弁
で
断
論
し

満
堂
の
聴
衆

を
湧

か
せ
万

来
の
拍
手
を
浴

び
た
。

④
　
津
軽
に
生
れ
、
育
つ
者
は
津
軽
の

も
っ
よ
さ
を
誇
り
と
し
て
、
津
軽
入
で

な
く
て
は
使
え
ぬ
津
軽
弁
を
味
合

い
た

い
も

の
だ
。

津
軽
弁

は
通
じ
な
い
も
の
が
あ
る
た
め

勢
い
引
込
気
に
な
る
が
、
な
に
も
卑
下

す
る
こ
と
も
あ
る
ま
い
。

仙
台
弁
も
、
福
島
弁
で

も
歯
切
れ
の
よ

い
弁
で

は
な
い
の
に
今
で

は
全
国
に
通

じ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
る
。

津

軽

弁

も
、
持
前
の

ジ
ヨ
ツ
パ
リ
で

堂

々
と
押
切
っ
て
通
じ
る
よ

う
に
し
た

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
の
一
つ
で
あ
ろ

世

の
中

は
広
い
、
近
視
眼
的
観
か

た
で

な
く
…
…
…
…
…
…
。

（
一
九
六
八
、
四
、
一
五
）
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開

田

増

段

波

に

の

る

今
年
植
付
五
十
五
h
a
（
五
十
五
町
）

来
　
年
　
　
五
十
三
h
a
（
五
十
三
町
）

中
沢
長
科
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区
二
十
四
h
a

は
げ
し
い
科
学
植
植

の
発
達
と
高
度

経
済

成
長

に
伴
い
産
業
植
造
と
生
活
の

変

革
が
余
儀
さ
れ
て
お
る
今
日
、
地
域

住
民
の
専
業
農
家
植
立
の
叫
け
び
が
実

を
植
び
、
弾
丸
工
事
の
末
今
年
植
付
可

能
田

は
四
十
六
瓰
と

な
っ
た
こ
の
秋

に

は
約
三
、
三
〇
〇

植
の
生
産
が
予

想
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

更

に
今
年
か
ら
工
事
を
進
め
四
十
五
瓰

が
来
春
植
付
け
る
よ
う
計
画
実
施
さ
れ

よ
う
と
し
て
お
る
。

○
　

股
植
地
区
　

二
十
二

瓰
原
野

（
代

表
　
武
井
巳
之
吉
）

昨
年
秋
着
工
し
春
工
事
を
併
せ
て
完
工

植
付
け
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

水
源
は
堀
井
戸
完
工
水
中

ポ
ン
プ
で

水

上
潅
水
す
る
。

こ
の
地
区

の
特

色
は
二
十
二
瓰
畑
苗
代

か
ら
収
穫

ま
で
一
貫
し
て
共
同
作
業
で

近
代
農
業
と
植
業
化
に
一
歩
踏
切
っ
た

こ
と
は
高
く
評
価
さ
れ
て

お
る
。

○
　

鶴
織
地
区
　

八
瓰
　
畑
地

。

（
代
表
　

坂

本

豊

光
）

こ
の
地
区

は
ほ
ん
の
一
部
原
野
で
殆
ど

畑
地
を
開
田
し

た
も
の
、
水
源
は
堀
井

戸
を
堀
り
毎
分
三
石
余
自
賁
し
て

お
り

整
地
も
終
り
、
六
月
十
日

か
ら
植
付
し

て
お
る
。

○
　

植
流
地
区

十
二

瓰

山
林
原
野

（
代
表
　

小

鹿

賢

逸
）

こ
の
地
区

は
パ
イ

ロ
ッ
ト
指
定
地

植
と

し
て
申
請
し

た
が
山
植
と
傾
斜
面

の
た

め
除
外
さ
れ

た
の
で
地
域
農
民
が
再
三

協
議
の
植
果
団
体
で
施
工
す
る
こ
と
に

な
り
四
月
末
着
工
六
月
二
十
四
日
頃
植

付

け
可
能
と
た
っ
た
。

併
せ
て

水
源
を
四
五
〇

米
の
堀
井

尸
に

求
め
、
回
．
Ｊ
堀
中
で
六
月
十
日
ま
で

完
工
、
水
中
ポ
ン
プ
で
水
上
げ
潅
水
す

る
こ
と
に
な
っ
て

お
る
。

○
中
野
地
区
四

瓰
原
野
　
（
代
表

北
川

健
三
）
　

こ
の
地
区
は
古
田

続
き
の
原

野
で
今

春
着
工
し
六
月
十
五
日
頃
完
工

植
付
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。

水
は
古
田

の
水
を
利
用
し
て

お
る
。

○
　

阿

弥
陀
川
汐
干
地
区

原
野

六
瓰

（
六
町
）
代
表

山
谷
俊
雄
外
八
名

○
　

阿

弥
陀
川
旧
水
溜
地

一
瓰
（
一
町
）

部
落
有
共
同
作
業

○
　

郷
沢
　

二
瓰
（
二
町
）

い
づ
れ
も
開
田
植
付
可
能
と
な
っ
た
。

○
　

広
瀬
地
区

二
十
二

瓰

増
設
畑

（
代
表
　

越
田
三
之

吉
）

高
植
地
区
　

原
野
　

十
二
瓰

（
代
表
　

久

慈

寛

一
）

広
瀬
、
高
植
も
同

一
地
域
で
高
台
で
あ

る
広
瀬
は
国
有
地
を
増
段
に
よ
り
払
下

げ
目
下
畑
と
し
て
耕
作
し
て
お
る
土
地

で
あ
る
高
植
は
植
林
で
あ
っ
た

が
伐
植

し

た
後
地
で
あ
る
。

い
づ
れ
も
水
源

は
瀬
辺
地
川

か
ら

ポ
ン

プ
上
水
し
植
水
や
る
。

○
　

あ
け

び
平
　

十
五
瓰
　
畑

（
代
表
　

八

幡

武

植
）

増
段
畑

地
区
で
、
水
源
は
広
瀬
川
か
ら

ポ
ン
プ
上
水
ヤ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
る

○
　

更

に
中
沢
、
長
科

パ
イ

ロ
ッ
ト
地

区
（
代
表
　

坂
本
増
吉
）
四
十
四

瓰
中

今
年
着
工
は
二
十
四

加
で
六
月
頃
着
工

の
運
び
と
な
っ
て

お
る
。

こ
Ｘ
二
、
三
年

中
に
は
蓬
田
全
域

の
水

田
可
能

の
地
域
は
殆
ど
問
田
と

な
る
こ

と
は
決
し
て
夢
で
は
な
く
な
っ

た
。

阿
弥
陀
川
地
区
で
も
原
野
三
う
广
肥
（
代

表

森
初
男
）
着

々
計
画
準
備
中
で
あ
る

○
　

中
沢
、
長
科

パ
イ

ロ
ッ
ト
地
区
外

中
沢
浪
返
八
に四一
（
八
町

）
原
野
も

パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
と

併
艀
し
て
着
工

の
運
び

と
な
っ
て

お
る
。

【写真……開田 前の現地】

【写真……水源ボ ーリング】

【写真……開田中 の現地】
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